
埼玉版スーパー・シティプロジェクト 研修会企画

対象：埼玉版スーパー・シティプロジェクトに取り組む市町村職員｜形式：Web（講演・質疑応答）｜時間：120分｜開催時期：11月5日（木） 15時～17時

研修会の目的

地域の既存資源と民間の力を生かし、小さな取組をエリア全体の価値向上
へつなげるエリアリノベーションの考え方と、行政に求められる役割を学
ぶ。

講演タイトル

― 地域資源を事業とまちの変化につなげる―

講演内容

1．エリアリノベーションの考え方
社会的背景、建物再生とエリア再生の違い、地域価値を高める視点

2．家守会社によるまちの変化
設立の経緯、実践内容、エリアや地域に生まれた変化と成果

3．官民連携の進め方
初動期の民間との関係構築、行政の支援、役割の変化

4．市町村への示唆
実践に向けた着眼点、官民連携を進めるためのポイント

プログラム（120分）

講師

勉強会との違い

勉強会：地域や組織を動かす「人・仕組み」を参加型で学ぶ
研修会：地域資源と民間事業で「エリアを変える」考え方を学ぶ

時間 内容 担当

15:00～15:05 開会挨拶 埼玉県

15:05～16:25 講演(80分） 講師

16:25～16:40 講師・CTI

16:40～16:55 埼玉県都市計画課民間の力を活かしたエリアリノベーション
質疑応答

清水義次 氏

建築・都市・地域再生プロデューサー
株式会社リノベリング代表取締役
1949年山梨県生まれ。都市・地域再生プロデューサー。1992年にアフタヌーン
ソサエティを設立し、2019年からリノベリング代表取締役を務める。遊休不動

産を活用した「リノベーションまちづくり」の提唱者として、北九州市小倉や岩手
県紫波町オガールプロジェクトなど全国の再生事業を主導。行政と民間をつな
ぐ公民連携の先駆者として高く評価されている。

情報提供

16:55～17:00 埼玉県閉会挨拶


